
（仮称）延岡こども未来創造機構
《機構創設に向けての各種事業》

資料4



学校

家庭

地域

教育においては、学校、地域、家庭の

３者が担うこととされてきた。
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学校

家庭

地域

急速な社会の変化の中で、

学校、地域、家庭の三者だけでは、

解決が困難な課題が存在してきている。

課題、ニーズ
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学校

家庭

地域

・都市部との教育格差
・家庭の教育力格差
・地域における多様な学びが不足

教育ニーズの高まり、教育格差など

・核家族化、少子高齢化
・地域のつながりの希薄化
・生活体験・体験活動の減少

担い手不足、つながりの希薄化など

抱える課題の複雑多様化など

・新学習指導要領への対応
（プログラミング、外国語教育、道徳教育の充実）
・新型コロナウイルスによる学びの変化
・ＩＣＴ先端技術の活用
・特別支援教育の充実・いじめ、虐待、不登校対応

課題、ニーズ

例えば
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学校

家庭

地域

この状況を打開するため、

新たに第４の存在として、

「（仮称）延岡こども未来創造機構」を
創設し、様々な課題を解決しながら、延
岡市ならではの「人間力」を育む教育を
進めています。

課題、ニーズ
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（地域の大人たちの知恵）

塾と連携

エキス を注入

機 構
大学の
研究成果

世界一の
工業技術

トップアスリートの
経験

学校と連携

保育園・幼稚園・
児童クラブなどと連携

こども施設・自然体験・
スポーツクラブなどと連携

機構のイメージ



業務内容の考え方・役割

地域の大人たちの知恵をどう生かすか

生きる力をどう育むか

人間力をいかに育むか



令和元年度の取り組み

内 容 日 時

①
「STEM教育」のスタート～特定非営利活動法人 東京学芸大
こども未来研究所による教員向け・子ども向け研修会の開催

Ｒ元年
７月27日(土)～28日(日)

②
「国立大学法人 東京学芸大学」との包括協定の締結、
締結記念ワークショップの開催

Ｒ元年
９月27日(金)、28日(土)

③
JFAこころのプロジェクト「夢の教室」の開催
《北方学園中学校・三川内中学校・岡富中学校》

Ｒ元年
12月９日(月)～10日(火)

④ 検討委員会準備会 Ｒ２年２月14日(金)

⑤ 「のべおかこども未来フォーラム2020」の開催 Ｒ２年２月15日(土）

⑥
「東京学芸大学 芸術・スポーツ科学系 美術講座 環境・プロダク
トデザイン研究室」の研修会の開催

Ｒ２年３月27日(金)



①「STEM教育」のスタート～「特定非営利活動法人 東京学芸大こども
未来研究所」による教員向け・子ども向け研修会の開催
《新学習指導要領研修会～教員向け》【Ｒ元年７月27日（土）】



①「STEM教育」のスタート～「特定非営利活動法人 東京学芸大こども
未来研究所」による教員向け・子ども向け研修会の開催
《新学習指導要領研修会～教員向け》》【Ｒ元年７月27日（土）】



①「STEM教育」のスタート～「特定非営利活動法人 東京学芸大こども
未来研究所」による教員向け・子ども向け研修会の開催
《プログラミング教室～小学３～６年向け》【Ｒ元年７月28日（日）】



①「STEM教育」のスタート～「特定非営利活動法人 東京学芸大こども
未来研究所」による教員向け・子ども向け研修会の開催
《プログラミング教室～小学３～６年向け》【Ｒ元年７月28日（日）】



東京学芸大学
豊かな人間性と科学的精
神に立脚した学芸諸般の
教育研究活動を通して、
高い知識と教養を備えた
創造力・実践力に富む有

為の教育者を養成

延岡市
延岡市教育委員会
「世界一の教育・子育て

のまち」を作る

教育・子育てに関する
連携・協力

⑽その他目的を
達成するために
必要な事項

⑼延岡市が推進
する教育・子育
てに係るプロ
ジェクトの推進

⑻教育・子育て
に係る人材の育
成

⑺教育・子育て
環境の充実

⑹知的資源、人
的資源及び物的
資源の相互活用

⑸研究開発・共
同研究

⑷教職員の研修

⑶学生の教育、
インターンシッ
プ及びボラン
ティア

⑴多様性に応じ
た児童・生徒の
教育の充実

⑵地域特性を生
かした教育の充
実

②「国立大学法人 東京学芸大学」との包括協定締結・締結記念ワーク
ショップの開催《連携協定締結》【Ｒ元年９月27日（金）】



②「国立大学法人 東京学芸大学」との包括協定締結・締結記念ワーク
ショップの開催《連携協定締結》【Ｒ元年９月27日（金）】



②「国立大学法人 東京学芸大学」との包括協定締結・締結記念ワーク
ショップの開催《造形デザインワークショップ》【Ｒ元年９月28日（土）】



②「国立大学法人 東京学芸大学」との包括協定締結・締結記念ワーク
ショップの開催《造形デザインワークショップ》【Ｒ元年９月28日（土）】



③JFAこころのプロジェクト「夢の教室」の開催 北方学園、三川内中学校
【Ｒ元年12月９日・10日】 松田丈志氏（水泳）



③JFAこころのプロジェクト「夢の教室」の開催 岡富中学校
【Ｒ元年12月９日・10日】稲若健志氏（サッカー）榊原翼氏（野球）



⑤「のべおかこども未来フォーラム2020」の開催【Ｒ２年２月15日（土）】



「のべおかこども未来フォーラム2020」の結果の概要

こどもたちに求められている力（講演者）
学校・地域・家庭では、担いきれない課題とその原因（参加者）

講演者・参加者が考える
機構が実施すべき事業

講
演
者

① 思考力、判断力、表現力と基礎知識や技能
② 他者と関わりながら学ぶ協働性
③ 答えのない状況を楽しみ、粘り強くトライ＆エラーを繰り返す力
④ 学びに対する主体性・学び続ける、探求し続ける力

① 学校、地域、家庭の3者をコーディネー
トするつなぐ場所の提供（学校と一緒に
なって共創）

② 子どもが多様な大人と関わる場の提供
（大人も学ぶ場所）

③ 多様な判断軸の提供（自己肯定感や自己
信頼感を育む）

④ 各種教育プログラムの試行を実施

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

【家庭環境・子ども】
① 地域からの家庭の孤立化
② 保護者が親としての役割を果たしていない
③ 子どもの学力低下、欲求のなさ（やりたいことがない）
【学校】
① 学校への過度の依存（度を超えたクレーム、学校の忙しさ）
② 学校の画一的なプログラムと評価方法、管理過剰
【地域・社会】
① 地域と子供の関わりの希薄化（子どもが地域を知らない、良さを

発見できない）
② 経済力による教育格差、情報格差（都会ＶＳ地方）

① 学校、地域、保護者、他の市の機関など
をつなぐコーディネーター（公教育、学
校現場とのタイアップ）

② 様々な体験学習（職業体験、ボランティ
ア、国際交流など）

③ プログラム教育、ＳＴＥＭ教育
④ 有名人、スポーツ選手、学識者等による

講演会
⑤ 保護者対象の子育て講演会、イベント



⑥「東京学芸大学 芸術・スポーツ科学系 美術講座 環境・プロダクト
デザイン研究室」の研修会の開催【Ｒ２年３月２７日（金）】

 学生による「延岡に見る地域の未来」および「市産木材の活用」プレゼン
テーション



令和２年度の取り組み

内 容 日 時

①
オンライン社会見学（魚屋さん見学・インタビュー・ポスター
制作）

Ｒ２年８月19日（水）

② イングリッシュキャンプ（NOBEOKA世界村） Ｒ２年11月７日(土)・21日(土)

③
特定非営利活動法人 東京学芸大こども未来研究所による
「STEMワークショップ」

Ｒ２年11月29日(日)
Ｒ２年12月12日(土)

④
JFAこころのプロジェクト「夢の教室」
《北川中学校・島野浦中学校・南方中学校・南浦中学校》

Ｒ２年12月8日(火)～9日(水)

⑤ （仮称）延岡こども未来創造機構検討委員会
Ｒ２年11月25日
Ｒ３年３月９日



①オンライン社会見学（魚屋さん見学・インタビュー・ポスター制作）
【Ｒ２年８月１９日（水）】
岐阜市の民間学童「ヒトノネ」との学びの共有



②イングリッシュキャンプ（NOBEOKA世界村）
【Ｒ２年11月７日(土)・21日(土)】



③特定非営利活動法人 東京学芸大こども未来研究所による「STEMワーク
ショップ」 【Ｒ２年11月29日(日)、Ｒ２年12月12日(土)】



④JFAこころのプロジェクト「夢の教室」
《北川中学校・島野浦中学校・南方中学校・南浦中学校》
【Ｒ２年12月8日・9日】
中川聴乃氏（バスケットボール）大久保哲哉氏（サッカー）



⑤（仮称）延岡こども未来創造機構検討委員会
【Ｒ2年11月25日（水）、Ｒ3年3月9日（火）、R3年6月5日（土） 】



令和３年度 （仮称）延岡こども未来創造機構スタートアップ事業

◎東京学芸大学こども未来研究所との連携事業

■ STEAMワークショップ開催等 ■ グラフィックデザイン
ワークショップ開催

■ トーマスを活用した
非認知ワークショップ開催

■ 走ることが楽しくなる
ワークショップ開催



令和３年度（仮称）延岡こども未来創造機構スタートアップ事業

■ ANA
グローバルコミュニケーション

■自然体験活動の実施 ■プレーパークの開催

◎新規展開



令和３年度（仮称）延岡こども未来創造機構スタートアップ事業

■ＪＦＡこころのプロジェクト
「夢の教室」の開催

■イングリッシュキャンプの開催

◎機構設立に向けた検討

■検討委員会の開催等

◎継続

■親子向け講演会

講師：中桐万里子氏
（二宮金次郎
7代目子孫）


